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こ
こ
何
年
か
で
、
保
育
の

重
要
さ
が
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
待
機

児
童
の
こ
と
。
6
年
前
に
、

保
育
園
に
入
園
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
保
護
者
が
ブ
ロ
グ

で
呟
き
、
そ
の
内
容
が
社
会

問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
発
端

で
、
急
ピ
ッ
チ
に
保
育
所
整

備
が
進
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ハ
ー
ド

面
ば
か
り
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
、
質
の
方
は
後
回
し

に
な
っ
た
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
。
待
機
児
童
が
居
る
地
域

も
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、
今
は

人
口
減
少
の
方
が
深
刻
で
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り
、
急

速
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
な

か
で
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
仕
事
と
し
て
、
保
育

が
注
目
の
的
に
な
り
ま
し

た
。
社
会
資
源
の一つ
と
し
て
、

仕
事
中
の
保
護
者
の
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
の

重
要
さ
が
、
世
の
中
に
再
認

識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
大
変

良
い
こ
と
で
す
が
、
我
々
保

育
者
が
一
番
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
保
育

内
容
、
保
育
の
質
の
向
上
で

す
。
各
園
は
、
国
の
保
育
指

針
を
も
と
に
、
園
の
理
念
、

保
育
方
針
を
定
め
て
い
ま

す
。
地
域
に
よ
っ
て
保
育
内

容
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す

が
、
国
の
保
育
指
針
は
順
守

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
何
よ
り
近
年
言
わ
れ

て
い
る
の
が
、
保
育
の
重
要

さ
の
エ
ビ
デ
ン
ス
で
す
。
就
学

前
の
保
育
が
な
ぜ
重
要
な
の

か
。
い
ろ
い
ろ
な
学
識
を
も

と
に
研
究
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
こ

の
時
期
の
大
切
さ
が
わ
か
り

ま
す
。

よ
く
心
の
成
長
が
大
事
と

い
い
ま
す
が
、
で
は
そ
の
心

は
、
人
間
の
何
処
に
あ
る
か

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
今
は

脳
の
前
頭
前
野
と
い
う
場
所

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
部
分
が
、
人
の
や
る
気

や
自
己
肯
定
感
、
社
会
性
な

ど
の
非
認
知
能
力
が
育
つ
場

所
で
す
。
こ
の
非
認
知
能
力

は
、
勉
強
な
ど
の
認
知
能
力

の
ベ
ー
ス
に
な
り
ま
す
。
人

が
生
き
て
い
く
う
え
で
と
て

も
重
要
で
す
。
こ
の
前
頭
前

野
を
は
じ
め
、
脳
全
体
の
発

達
の
約
90
パ
ー
セ
ン
ト
が
、
こ

の
就
学
前
の
時
期
に
育
ち
ま

す
。
こ
の
時
期
に
適
切
な
保

育
を
受
け
て
い
れ
ば
、
前
頭

前
野
を
は
じ
め
、
脳
全
体

が
健
全
に
育
ち
ま
す
。
そ
の

反
対
に
、
虐
待
や
不
適
切

な
関
わ
り
を
受
け
る
と
ど
う

な
る
か
。
特
に
影
響
が
出
る

の
が
思
春
期
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

生
き
て
い
く
な
か
で
、
乗

り
越
え
な
く
て
は
な
ら
な
い

困
難
な
事
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、

自
己
肯
定
感
が
低
い
と
、
そ

れ
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
思

春
期
に
限
ら
ず
、
人
生
は
困

難
な
事
が
多
い
の
で
、
い
か
に

重
要
か
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

も
う
一つ
大
切
な
の
が
ア
タ
ッ

チ
メ
ン
ト
の
形
成
、
い
わ
ゆ
る

愛
着
の
形
成
で
す
。
こ
れ
は
、

つ
ら
い
事
や
嫌
な
事
が
あ
っ
た

時
に
、
安
心
感
を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
人
が
そ
ば
に
要
る

と
い
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
だ
け
で
も
乳
幼
児
期

の
環
境
は
、
そ
の
後
の
脳
と

心
の
発
達
に
、
直
接
的
に
影

響
し
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の

よ
う
な
様
々
な
エ
ビ
デ
ン
ス
を

も
と
に
、
保
育
を
行
っ
て
い

か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
エ
ビ

デ
ン
ス
が
な
い
理
論
や
精
神

論
、
倫
理
観
の
み
で
は
、
他

者
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い

き
ま
す
。保
育
の
重
要
性
を
、

我
々
保
育
者
一
人
ひ
と
り
が

自
覚
し
な
い
と
、
保
育
の
価

値
は
高
ま
り
ま
せ
ん
。
様
々

な
分
野
の
適
切
な
情
報
を
入

手
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と

が
、
保
育
の
質
の
向
上
に
つ

な
が
って
い
き
ま
す
。

最
後
に
も
う
一つ
大
切
な
の

が
、
保
育
士
の
職
場
環
境
で

す
。
国
の
報
告
書
の
な
か
で

も
、
そ
れ
が
重
要
な
要
素
の

一つ
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
質
の
向
上
の
前
に
、
ま

ず
は
風
通
し
の
良
い
職
場
環

境
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
こ
れ
は
、
園
長
な

ど
の
リ
ー
ダ
ー
層
の
役
割
で

あ
り
、
保
育
理
念
、
組
織
の

方
針
な
ど
を
定
め
て
い
く
こ

と
も
必
須
に
な
り
ま
す
。よっ

て
、
保
育
園
の
質
の
向
上
に

は
、
園
長
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー

層
の
向
上
が
大
変
重
要
で

す
。
今
後
の
少
子
高
齢
化
の

な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
って
い
く
か
。

手
腕
が
問
わ
れ
そ
う
で
す
。

今
期
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の
舞
台
が
岡
山
だ
と
知
っ
て

や
っ
と
岡
山
の
出
番
が
回
っ
て
き
た
と
う
れ
し
く
な
り

ま
し
た
。
い
ざ
放
送
が
始
ま
る
と
朝
ド
ラ
効
果
は
大
き

く
、
物
語
の
内
容
は
さ
て
お
き
、
県
外
で
な
か
な
か
会

う
機
会
の
な
い
知
人
や
親
戚
か
ら
、
岡
山
で
暮
ら
す
私

の
こ
と
を
思
い
出
し
懐
か
し
く
思
っ
た
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
多
く
届
き
ま
し
た
。
懐
か
し
い
人
と
久
し
ぶ

り
に
連
絡
を
取
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
く
れ
た
こ
の
ド

ラ
マ
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

朝
ド
ラ
効
果
は
も
う
一
つ
あ
り
、
岡
山
弁
の
魅
力
を

改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
分
は
生
ま
れ

育
っ
た
岡
山
で
当
た
り
前
に
岡
山
弁
を
喋
っ
て
き
た
け

れ
ど
、
ド
ラ
マ
の
中
で
話
さ
れ
て
い
る
岡
山
弁
は
、
何

と
な
く
ぎ
こ
ち
な
く
て
、
わ
ざ
と
ら

し
く
聞
こ
え
て
し
ま
い
ま
す
。『
そ
こ

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
微
妙
に
違
う

よ
！
』
と
か
。
で
も
何
故
か
岡
山
県

出
身
だ
と
知
っ
て
い
る
俳
優
さ
ん
が

話
す
岡
山
弁
の
セ
リ
フ
は
、
安
心
し

て
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は

た
だ
単
に
先
入
観
な
の
で
し
ょ
う
か
。

『
そ
う
簡
単
に
は
マ
ス
タ
ー
で
き
な
い

大
切
な
方
言
な
ん
だ
ぞ
』
と
私
が
勝

手
に
思
っ
て
い
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
同
じ

岡
山
弁
で
も
育
っ
た
年
代
や
地
域
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ

違
い
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、私
は
岡
山
弁
の
ど
の
フ
レ
ー

ズ
も
大
好
き
で
す
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
を
自
然
に
操
っ

て
話
せ
る
こ
と
が
幸
せ
だ
な
あ
と
し
み
じ
み
思
い
ま
す
。

言
葉
は
そ
の
土
地
の
文
化
で
す
。
社
会
的
に
は
標
準

語
や
丁
寧
な
言
葉
を
使
用
し
ま
す
が
、
や
は
り
幼
い
頃

か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
方
言
を
話
す
方
が
自
分
の
伝

え
た
い
細
か
い
感
情
を
表
現
し
や
す
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
り
や
す
い
気
が
し
ま
す
。

岡
山
弁
は
、
誇
れ
る
立
派
な
文
化
だ
と
い
う
こ
と
を

次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
引
き
継
い
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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もともとは男の子の成長や幸せを祈り、お祝いする日で
した。祝日法によると「子どもの人格を重んじ、子どもの幸
福をはかるとともに、母に感謝する日」とされています。

なぜこいのぼりを飾るの？
鯉は流れが速くて強い川でも元気に泳ぎ、滝をのぼる魚。そん
なたくましい鯉のように、子ども達が元気に大きくなることを
お願いする意味がこめられています。

柏餅を食べるのはどうして？
柏の葉は新しい芽が出るまで落ちないということから
“子孫繫栄”の縁起を担ぐとされています。

昔は子どもの死亡率が高く、特に７歳までが病気にかかりやす
いとされていました。そこで、子どもの成長を神様に感謝し、お
祝いをしていたのが今の七五三へと受け継がれています。

千歳あめとは？
「千年」という意味があり、子どもの長寿を
願うとともに、細く長くねばり強く育ってほ
しいという親の願いが込められています。

ひなあられの意味
・ピンク…生命　・白…雪の大地　・緑…木々の芽吹き
３色に黄色を加えると四季を意味するといわれ、一年を通しての健康と幸せを願う意味があります。

子どもたちの代わりに病気や事故から守ってくれると
されている雛人形を飾ることで、女の子の健やかな成長
を祈る行事とされています。

おいしい～

おいしい

こいのぼり給食！

近所の神社に、

お参りしました。

2礼、2拍手、1礼。

ここまで大きくなれました。

神様ありがとう♡

これからも元気に

大きくなれますように。

ひなまつりの会
おひなさまも

上手にできたよ〜

ひなあられも

おいしい〜よ

前に出て作品を見せてくれました！（0歳児）

保育園の行事を紹介！～子どもの健康や成長を願う伝承文化～

端午の節句（こどもの日）

七五三

桃の節句（ひな祭り）



近年、子どもたちが被害者になる犯罪が増えています。子どもの被害をふせぐためには大人がしっかり見守ること、また、子ども自身が自分で身を守る方法を
身につけていくことが大切です。防犯について、家庭で話し合ってみましょう。

子どもを犯罪から守ろう ～おとなが気をつけること、子どもに教えること～～おとなが気をつけること、子どもに教えること～

手をつかまれ
てしまうと、
絶対逃げられ
ないよ！

知らない人が、「お菓子を買ってあげる」「ゲーム
しよう」「一緒に○○を探して」と言っても絶対に
ついていかない。お家に帰れなくなることもあるか
らね。
もし、相手が知っている人でも、おうちのひとに

『いいですよ』と言われていなかったら、一緒に行っ
てはいけないよ。

しつこく声をかけてきて、「いやだな」「こわいな」
と思ったら、すぐに大声を出して助けを呼ぼう。
防犯ブザーを持っておけば、こわく
て声を出せないときもブザーで助け
を呼べるね。おうちのひとと一緒に
ブザーを鳴らす練習をしよう。

「何かあったら必ず伝える習慣」をつけましょう。
　こわい目にあったときに親に心配をかけまいと黙っていたり、わいせつ被害に遭っても恥ずかしさから言えなくなったり
することで、被害がますます深刻になることもあります。日頃から親子のコミュニケーションを大切にして、「今日はどんな
ことがあった？」と子どもの話をきいてあげましょう。また、子どもの様子が普段と変わったことがないかの確認は大事です。
「ひとりにならない」ことを教えましょう。
　子どもを狙う犯罪の多くはひとりになったときに発生しています。登下校はもちろん、遊びに行くときなどもひとりにな
らないこと。地域に顔見知りを増やすことは重要な安全対策のひとつです。機会があれば親子で地域のイベントに参加したり、
通学路のあるお店や見守りボランティアの方などに「よろしくお願いします」と声をかけておくのもよいでしょう。

こわいことがあったら、急いで大人の人がい
るところへ逃げよう。どこに逃げるのが安全か、
おうちひとと一緒に考えよ
う。近くの「こども110番
の家」を探してみよう。

知らない人が、「お母さんが呼んでいるから連
れていってあげる」「○○まで案内して」と車に
乗せようとしても絶対に乗らない。こわいことが
あっても車に乗っていると逃げられないよ。無理
やり乗せられないように、車のそばからすぐに離
れよう。

｢いやだな｣｢こわいな｣
と思ったことを大人のひ
とに話そう。
・どんなことがあったか
な（いつ、どこで）
・どんな人（車）だった
かな
その日のうちにすぐ話そ
うね。
変な人がいたとき、お
友だちが危ない目にあっ
たときも大人に知らせよ
う。

往来の少ない路上や駐車
場、公園のトイレ、共同住宅
など､誰でも自由に出入りで
きる所。隠れられる死角もた
くさんあります。

子どもがねらわれやすい所は…

盗撮の被害に遭わないために

連れ去り
強制わいせつ

｢見通しが悪い･ひと気がない場所｣

ショッピングモールや
大型スーパーなどは家族
連れが多くて子どもが遊
べる所もあるので、安全
に思えますが…人から見
とがめられずに子どもを
物色したり、近づいたり
できます。

スマートフォンや隠し撮りのできる小型の
カメラも高性能化していて、公園や商業施設、
公共トイレや入浴施設などあらゆる場所で盗
撮が横行しているようです。女の子だけでな
く、男の子でも注意が必要です。

・サイズの合わない服やだらしない恰好、過度の露
出を避ける。

・ときどき周囲を見回す。
・足を広げて座ったり、ところかまわず座り込んだ
りしない。

・写真を撮らせてほしいと言われても決して応じない。

｢不特定多数が出入りする場所｣

子どもをひとりにしないことが
大事！

子どもをひとりにしないことが
大事！

気を付けるポイント気を付けるポイント

子どもだけで待たせたり、ひとりでトイ
レに行かせたり、キッズスペースで遊ばせ
て親が離れたりすることは避けましょう。

おおきな声でさけぶおおきな声でさけぶ

いかないいかない

いかいかいかいかいかいかないないないないないいかないいかない

ののののらないらないらないらないらないらないのらないのらない

ししししらせるらせるらせるらせるらせるらせるらせるらせるらせるらせるらせるらせるらせるらせるらせるしらせるしらせる

のらないのらない

しらせるしらせる

すばやくにげるすばやくにげる

『いかのおすし』『いかのおすし』

保育園での防犯取り組み例を紹介します保育園での防犯取り組み例を紹介します

（子ども向け防犯標語）で、子どもに「防犯のきほん」
を教えよう。

入学までに保護者ができること
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不審者訓練

防犯指導

保育園では、非常事態が起きたとき
を想定して、定期的に不審者訓練を
行っています｡不審者に対応する職員､
子どもを安全に避難させる職員､110
番通報する職員､と状況に応じて役割
を分担して訓練しています。

紙芝居や絵本を使っ
て、子どもたちに分かり
やすく連れ去り防止など
の防犯について教えてい
ます。※写真は、警察生
活安全課が来園しての防
犯教室の様子です。

職員は、さすまた
や催涙スプレーなど
で園に侵入した不審
者を撃退する訓練も
行います。

知らない人の誘い
を断ったり、不審者
から距離を取ったり
する練習をします。
身体をつかまれな
いように相手から２
メートルは必ず離れ
ることを教わり、実
際にやってみます。


